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す
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め
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岬
民
的
蓄
が

で
き
る
と
約
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子
閥
抗
色
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O
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酬
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欽
第
三
次
計
一
闘
は
、
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盤
訓
練
の
後
々
線
化
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問
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A
し
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既
に
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吋
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予
選
め
て
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ま
す
が
と
の
ほ
ど
務
総
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駅
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間
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ま
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菜
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め
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け
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醐
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係
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X
惑
の
万
淡
と
し
て
は
、
時
間
級
品
土
の
掛
掘
削
閉
会
骨
川
行
な
い
慾
務

伽
複
々
線
化
の
あ
ら
ま
し
ま
た
他
の
一
一
昔
、
霊
童
向
掛
か
ら
委
設
で
を
棄
に
し
を
い
た
行
い
て
警
詰
芝

吋
複
々
線
作
加
の
計
蕗
は
、
州
問
出
掛
万
治
か
ら
き
て
い
る
ゆ
ぬ
酬
献
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で
時
制
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を
な
く
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会
伐
を
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ま
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し
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、
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蜘
で
現
従
の
蜘
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機
と
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刊
行
し
て
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し
て
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ま
で
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、
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邸
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戸
〉
け
か
あ
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叩
き
ち
げ
い
篠
山
吉
品
約
殺
し
ま
す
の
と
減
じ
よ
う
に
上
野
へ
行
為
、
ま
た
号
、
成
一
出
絡
や
引
私
鉄
と
の
議
我
孫
子
駁

山
間
で
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線
と
な
ち
ま
す
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よ
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K
し
て
被
々
線
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抑
制
訴
な
た
め
、
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什
伐
の
終
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級
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、
一
一
一
齢
問
機
の
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岡
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日
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線
は
、
潟
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川
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に
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も
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列
さ
ぜ
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的
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滋
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ん
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仙
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械
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じ
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、
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な
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ま
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。
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々
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ユ
ナ
必
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の
で
、
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終
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滋
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、
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隠
く
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ま
す
か
と
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と
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叫
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に
一
ぶ
さ
れ
て
お
ち
ま
せ
ん
が
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心
柄
将
来
は
、
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潟
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に
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約
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大
波
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っ
て
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に
が
、
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で
務
放
が
日
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の
滋
附
言
、
細
く
て
祭
会
う
に
少
な
く
な
る
の
は
、
ど
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山
町
一
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泌
射
殺
狩
化
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に
つ
い
あ
っ
て
か
ら
沖
柏
、
効
く
そ
う
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総
帥
酬
が
金
総
凝
っ
て
い
な
い
の
防
総
忠
ん
の
容
だ
ろ
切
っ
か
。
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軒
…
で
、
作
文
を
榊
狩
同
り
と
弘
け
わ
れ
た
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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つ
私
で
は
な
い
か
。
そ
れ
か
ら
げ
い
期
間
北
で
も
事
故
争
時
間
ヤ
た
ぬ
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噌
一
詩
、
殺
の
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に
は
、
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ぬ
で
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が
、
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行
ち
が
、
経
淡
に
み
う
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を
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っ
と
渓
く
す
れ
ば
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、
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で
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な
く
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僚
に
や
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っ
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事
放
の
と
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が
滋
い
浮
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か
、
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か
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必
い
の
で
あ
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転
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る
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で
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れ
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が
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蜘
一
ベ
ち
れ
れ
い
。
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澄
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滋
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だ
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。
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叫
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仏
、
仰
制
災
内
…

目
士
一
凶
は
柚
峨
綴
糊
じ
て
い
な
か
リ
hた弓仏%。テレ象考き雪守ヲ343ラ

?

ヲ

に

三

YY
刊、J7了了:》》7;;三
A

、心心ム、心心ム心心ム一…山…:;;一寸℃寸℃〉
t
仁ーは
jjdf

彰一よ

6
7
f
i
l
l
ヘ~灘

川
崎
一
ピ
の

2
1
3、
蓄

な

ど

守

二

通

議

官

官

ぞ

ス

韓

噛

む

る

と

号

。

は

じ

さ

は

じ

ま

霊

ん

で

歩

一

叩
士
で
、
第
設
を
い
知
っ
て
も
、
宗
内
ヤ
¥
勝
野
駆
動
績
低
眠
離
繍
鞭
鞠
翻
麟
一
ふ
れ
ト

ζ
れ
は
あ
'
A
U

で
〈
人
泌
が
い
る
。
怒
慨
が
学
校
一

一
で
わ
い
そ
う
行
な
お
」
、
と
か
、
一
開
錨
関
出
問
械
翻
鈎
鞘
輔
の
お
江
川
選
滋
の
凝
り
に
よ
く
や
暴
行
と
え

山
制
一
「
殺
の
山
引
に
ひ
ど
い
人
が
い
る
料
)
猶
潮
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、
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な

mAm行
で
は
を
歩
い
て
い
て
も
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横
断
務
惜
織
を
と
広
く
し
、
今
の
様
級
品
伊
滋
は
ら
、
み
き
れ
て
し
ま
う
が
、
白

げ
い
改
良
い
た
し
ま
す
。
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お
ち
ま
す
の
で
総
翁
の
絡
先
品
開

援
が
必
樹
縦
で
あ
る
と
汲
わ
れ
て

お
h
岳
由
す
。
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ー
ム
は
一
一
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み
に

縫
え
て
ゆ
隊
総
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車
な
ど
の
等

閑

m
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が
で
き
る
ζ
と
に
な

り
ま
す
。
な
わ
ぬ
関
駅
諮
広
場
の
線

網
間
も
判
付
刑
訴
の
人
口
踊
哨
加

κあ
わ

什
切
で
隙
耐
用
し
て
あ
ち
ま
す
。

ま

と

め

訟
と
の
乱
出
削
闘
は
、
穏
に
も
蜘
申

し
あ
げ
た
よ
う
に
戎
対
捕
手
紙
ま

で
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定
で
み
ち
、
我
孫
子
駅
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寺
市
W

計
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、
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時
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訓
練
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w
後
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靴
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問
問
問
、
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組
問
際
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港
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題
、
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双
山
材
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母
、
(
援
稔
)
の
縦
割

糾
問
問
時
制
組
な
ど
の
決
燦
舎
み
て
か

ら
計
一
路
を
州
側
双
す
る
E
と
に
な

h
ま
す
む
ま
に
広
々
鯛
刊
の
数
地

沖
川
、
大
体
北
抑
制
代
な
っ
て
お
ち

ま
し
て
、
路
市
棋
は
昭
和
側
関
十
玄

川
中
ば
ま
で
と
い
わ
れ
て
お
打
ま

す。
わ
悼
む
刊
、
乙
の
品
川
淡
に
つ
い
て

の
泌
い
九
日
分
な
ど
は
、
点
院
総
骨
識

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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開
時
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ト
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瑞
調
っ
て
い

る
mm持
砕
氷
山
鴨
脚
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に
つ
い
て
は
、

関
欽
の
然
は
示
さ
れ
て
お
ち
ま

す
が
ζ
h
い
か
ら
町
と
協
議
し
て

き
め
る
ζ
と
に
な
っ
て
村
ち
ま

す
の
で
決
定
次
総
お
奴
ち
せ
す

る
乙
と
は
い
た
し
ま
す
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送
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鳩
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組
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た
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に
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叩
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選
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出
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ま
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人
換
を
す
る
と
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で
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り

ま
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行
進
綿
綿
蜘
怖
と
は
、
羽
常
税
制
機
の
ホ

i
ム
は
、
ま
ん
中
に
で
、
き

や
抑
制
聞
に
臨
時
帥
開
を
線
数
し
て
交
換
ま
す
の
で
北
側
め
間
的
地
取
得
が

設
帥
捕
を
つ
く
る
も
の
で
ζ
m
w
ζ

必
察
に
な
っ
て
ま
い
ち
法
ず
の

と
げ
い
よ
っ
て
今
ま
マ
の
遂
行
持
で
よ
ろ
し
く
な
協
力
〈
だ
き

鰯
を
半
分
に
総
務
し
よ
う
と
す
'
い
。
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m
w
w
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燃
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士
見
紛
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の

る
の
で
す
。
成
田
尚
脱
抑
は
ご
添
削
川
下
か
ら
山
間
行
総
切
の
少
し
先
ま

の
よ
う
に
出
期
終
明
、
す
か
ら
我
認
で
で
工
場
は
今
持
の
九
月
か
ら

子
間
郎
氏
樹
川
勝
惑
が
あ
る
附
附
は
、
来
年
の
一
式
月
十
一
点
目
ま
勺
で
、

相
附
幼
開
駅
か
ら
勘
問
機
中
サ
る
乙
と
は
一
一
一
月
二
十
八
れ
か
ら
使
間
泊
す
る

で
与
ま
せ
ん
。
と
一
ω行
幾
絞
蜘
開
予
犯
と
な
っ
て
お
h
長
す
。

最
近
新
し
い
仲
町
作
七
品
地
広
州
問
削
慰

犯
繁
一
か
締
役
す
る
例
け
か
数
多
く

絞
ら
れ
ま
す
。

本
町
明
、
も
抑
昨

年
の
暮
に
献
納

し
て
き
た
ば

か
り
の
と
婦

人
が
柑
棋
の
山
中

で
鵠
脱
さ
れ
る

と
い
う
液
体

が
め
ち
ま
し

た
。
な
ん
の

拙
崎
市
附
も
往
く

発
作
的
広
殺

人
行
為
が
お

と
な
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
託
会

の
掛
拭
序
や
持
病
細
部
は
ど
乙
に
み
る

の
か
と
被
害
者
の
縁
者
明
、
な
く

と
4
滅
び
た
く
h

は
り
ま
す
。

務犯ベルの設震

に補助金を交付

ζ

の
よ
う
わ
叫
犯
罪
法
、
ど
う

し
た
ち
妨
げ
る
の
勺
し
よ
う

か
。
長
沼
紛
衡
の
手
段
を
織
に

考
え
て
い
な
け
れ
ば
砧
俊
一
般
で
き

な
い
日
本
で
は
な
い
控
目
で
す
J
Q

し
か
し
ぺ
俄
え
あ
れ
ば
縫
い
な

し
い
の
法
粧
品
み
る
と
お
号
、
で

き
る
段
ち
の
防
期
間
手
段
骨
と
っ

品川誠
mw
訪
ね
の
一
助
に
な

も
あ
っ
仲
間
的
知
ベ
ん
の
設
剛
院

中
容
に
油
開
ぬ
帝
白
骨
交
付
す
る
と
と

に
し
ま
し
た
。

ζ

の
繍
助
金
浴

中
古
る
六
月
定
側
関
町
議
会
に
お
い

て
銚
託
子
縁
に
よ
っ
て
硲
決
い

た
し
ま
し
た
。

油
開
納
品
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は
…
…
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戸
当
ち
ぷ
…
肉
川
内
と

少
尉
縞
で
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あ
ち
ま
す
が
、
そ
の

地
縁
「
る
み
の
防
犯
と
い
う
成

527 

3
k
;
〉

に

な

る

と

滋

わ

れ

ま

す

。

臣

事

カ

ぞ

お

ね

が

い

ζ

の
茂
樹
引
は
緊
急
争
終
す
る
縫
拘
慌
の
綴
欽
と
し
ま
し
で
は

ザ
ム
務
明
、
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
遜
動
対

る
だ
け
単
く
閥
均
成
さ
せ
柚
慾
%
の
策
を
惜
別
一
ω

一
次
計
図
の
主
な
後
議
問

お
帥
叫
に
た
ち
た
い
と
緩
い
ま
す
の
は
制
緩
と
し
て
、
路
線
か
ち
と

が
、
踏
切
吾
作
品
体
交
差
K
す
る
り
あ
げ
、
約
制
叩
九
百
億
市
内
の
子
縁

と
か
、
M
M
い
続
開
り
ょ
う
の
判
明
設
を
相
関
ん
で
い
ま
す
。

か
さ
上
げ
な
ど
の
主
挙
が
あ
ち
今
後
、

ζ

の
ヌ
世
帯
に
必
議
な

立
た
鉄
滋
は
道
府
聞
の
よ
う
に
工
丈
柏
崎
の
問
問
材
紙
な
ど
に
つ
い
て
い

続
中
間
ち
遂
を
お
分
る
と
い
う
ろ
い
ろ
お
面
倒
い
し
、
工
事
が
準

ζ

と
も
で
き
ま
せ
ん
m
り
で
、
ヤ
ム
〈
然
災
す
る
よ
う
K
泌
総
の
み

綴
も
機
し
く
、
い
く
ち
急
い
で
な
き
ま
の
と
協
力
を
お
綴
い
し

も
完
成
対
納
税
閥
均
十
近
綜
ゆ
脱
出
叩
ま
す
。

総和42主幹詰汚3尋問現在

関 17.751入(総月泌総人増〉

女 18.170人{ グ 66人増〉

計弱点121人(グ 124入浴〉

世f普賢受払713俊幸普〈グ 451註鯵峨〉

6J!の人口頭b態

(~号) (17:) 伎十)

丘i 主主 28入 36，人 64人
転入 124人 122人 246人

死 亡哲人 12人 21人

事正 街 85人畠詩人 165，人
戦人t世帯 83j仕機

転機告をき苦 88数機

地
か
ち
十
一
円
以
ょ
の
柑
抑
制
鈷
ベ
ル

mw
設
出
品
者
対
叙
と
し
て
お
ち
ま

ず
の
明
、
そ
の
よ
う
な
鮎
ぺ
泌
が
み

h
&仇
し
た
ら
一
金
総
緩
ま
で
由
申
し

出
で
く
だ
さ
い
。
結
問
犯
に
つ
い

て
の
C
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

蘇
コ
レ
ラ

自

家

施

疲

に

注

八
月
刊
一
十
一
一
関
か
ち
「
家
遊
間
関
取
引
け
円
数
は
総
合

κ少
な
い
が

衛
生
酒
輝
総
い
明
、
す
。
被
占
出
官
m
W

踊
明
大
が
め
ど
っ
て
い
ま

ζ
m
w
w
理
動
は
、
掛
体
協
粥
開
設
に
す
。
融
持
病
の
主
な
附
期
間
闘
は
、
予

つ
い
て
の
持
拡
滋
吾
郎
陀
し
、
具
体
時
制
注
射
の
慾
畿
で
、
疾
腐
の
疑

的
別
々
銃
後
半
、
広
め
、
そ
の
晴
氏
雨
期
い
の
め
る
啄
を
専
問
欽
の
診
織

を
あ
げ
て
生
側
脱
出
り
向
上
安
市
広
告
を
せ
ず
に
、
向
日
家
施
療
し
て
し

ヨ
的
と
し
た
も
の
で
ず
e

ま
い
、
と
れ
ら
が
闘
相
附
闘
で
伝
染

家
高
品
交
の
判
例
務
官
向
同
盟
の
た
す
る
例
が
数
多
く
あ
ち
ま
す
。

め
各
務
の
耐
開
制
約
に
か
か
り
、

ζ

ζ

の
叶
談
議
衛
生
滋
糊
聞
い
に

の
桝
税
務
花
伝
総
務
wh
よ
る
大
託
、
も
う
い
ら
ど
察
官
閥
予
防
に
つ
い

な
被
容
が
絡
殺
す
る
ζ
と
も
あ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・η
ま

す

。

。

談

出

掛

路

舶

の

政

務

働

蹄

帽

臨

時
M
H依

そ
ζ

で
闘
時
下
げ
い
発
生
し
て
い
染
病
の
も
と
に
な
ち
ま
す
の
で

る
A

臨
時
コ
レ
う
に
つ
い
て
数
闘
し
線
問
畿
の
診
療
昏
綬
け
問
中
期
発

ま

す

。

間

見

治

療

効

欄

闘

を

し

ま

し

ょ

う

。

い
ま
ま
明
、
の
国
間
伐
と
し
て
は

O

官
概
念
は
い
つ
も
約
側
聞
し
て

隊
衡
の
安
い
待
郎
氏
と
か
く
伝
お
く
乙
と
。

蜘
摂
時
病
予
防
の
働
能
底
を
欠
主
流
行

O

仔
阪
の
移
動
は
お

γ秘的制

吾
も
た
ち
す
・
も
の
で
す
。
説
引
み
を
議
山
引
き
ず
る
。

最
近
の
豚
コ
レ
事
瀦
抜
枠
仇
鮒
問
。
等
制
作
胸
部
の
診
胤
閉
で
綜
ロ
レ

は
臨
時
の
移
動
縮
刷
開
閥
の
核
大
と
正
予
の
脳
聴
い
の
あ
る
畿
会
は
、
必

も
に
比
絞
品
開
蹴
澗
伎
の
同
月
ら
れ
な
ず
建
築
綴
奇
遜
じ
家
務
血
部
隊
緩

か
っ
た
地
域
の
発
生
が
多
く
、
政
引
開
閉
げ
持
制
剤
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。



九
丹
ま
で
は

日
本
脳
炎
の
ど

i
夕

日
同
小
鼎
脳
炎
は
、
昨
年
余
震
で

二
千
一
政
人
心
出
胤
者
け
か
副
知
往
し
、

と
の
う
ち
却
し
γ
公
約
の
千
州
問
磁

力
十
八
人
が
諸
凡
な
じ
て
い
ま

す。
乙
と
し
依
然
常
菊
間
槻
の
た
め

鈴
般
件
数

4
締
結
仲
げ
作
品
品
ベ
鳩
え

そ
う
は
気
随
に
あ
号
、
約
織
で

は
二
人
の
媛
例
制
慾
容
の
緩
ぬ
が

あ
り
ま
し
た
。

日
本
総
炎
の
発
生
ピ
i
ク
は

七
月
末
か
ら
九
月
初
め
頃
の
よ

う
で
す
。
病
気
m
w
m闘
は
、
ピ

i
ル
ス
を
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
ガ

が
媒
介
し
、
ヅ
タ
な
ど
の
然
官
補

げ
い
う
つ
し
て
か
ち
符
び
そ
れ
奇

人
間
開
に
綴
駒
市
さ
れ
る
も
の
で
、

総
出
向
、
回
路
掛
織
に
多
く
孫
組
問
、
お

う
般
か
ら
官
時
融
問
者
絡
し
、
意
識

刑事142縁8)き1日発行一一一一(2 ) 
回

、-ぴあ報(第三~f霊童草1建物語霊的一一一一一 広

不
照
明
に
な
均
災
C
泌
も
三
十
%

;
刑
問
十
%
と
育
問
〈
、
h

搬
を
と
ち

と
め
て
も
務
総
障
害
、
校
体
の

不
良
市
問
、
精
神
滋
努
な
ど
mw
後

出
端
的
除
け
か
多
い
殺
し
い
災
日
比
で

す。
こ
れ
ま
で
の
検
廷
の
終
果
、

カ
の
多
く
な
る
持
制
問
に
は
、
ブ

タ
の
仲
枠
内
で
日
本
阪
炎
め
ど
ー

ル
只
が
だ
ん
に
ん
酬
明
刻
す
る
そ

う
で
す
d

。
ζ

の
鼠
を
殺
っ
た
コ

ガ
タ
ア
タ
イ
エ
カ
け
か
湾
ぴ
人
間
闘

の
占
泌
を
吸
う
と
、
日
本
間
鋼
炎
w
h

誠
榔
蜘
獄
、
発
再
開
と
い
う
ζ
と
に
な

る
わ
け
で
す
J

。

ζ

の
綴
然
舎
や
・
附
加
す
る

κは

予
間
関
鵠
倒
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

カ
(
つ
ガ
タ
ア
力
イ
エ
カ
〉
に

幸
吉
れ
な
い
よ
う
に
す
る
ζ
と

品河一殺

が
}
券
大
切
な
ζ
と
で
、
カ
mw

酎
蜘
脇
陣
や
齢
間
生
絹
開
げ
い
な
る
下
水
、

古
平
水
の
し
げ
み
に
対
ず
る
綴
境

衛
生
上
の
開
問
、
川
告
も
つ
ζ
と
で

す。
な
お
、
健
闘
鰐
と
島
市
納
税
者
充
分

と
っ
て
暑
さ
絞
ま
け
な
い
身
体

づ
〈
り
を
し
、
欄
明
子
も
か
ぶ
ら

ず
に
濃
紺
械
を
が
ま
ん
し
て
炎
一
火

下
山
理
び
に
柑
般
の
に
な
ら
な
い
よ

う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

夏

の

健

藤

今
年
は
附
例
年
に
な
〈
き
わ
や

か
な
梅
溺
を
滋
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
官
向
調
同
然
綴
不
快
な
日

々
を
滋
さ
ね
ば
な
き
ま
せ
ん
mw

句
、
次
の
務
相
関
げ
円
得
陣
院
の
拘
は
榔
掛

を
し
て
夏
ば
て
や
、
伝
染
病
、

食
中
綴
令
子
時
閃
い
た
し
ま
し
ょ

。
弐ソ…、

1
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、C
号
た

っ
ぷ
り
と
る
乙
と
が
幾
太
の
夏

パ
テ
予
時
間
仲
間
で
す
。
〈
ミ
カ
ン
、

い
ち
と
、
牛
乳
、
さ
つ
ま
い

も
、
…
…
統
制
朗
、
緩
鵬
首
幡
市
な
ど
〉

2
、
努
事
倒
的
れ
ぞ
ど
ん
ど
ん
緩
い

制
問
者
削
刺
殺
し
九
四
泌
を
か
き
た
で

る

κ役
立
ち
ま
す
。

3
、
う
な
ぜ
に
間
関
ち
ず
油
開
っ
ζ

い
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
フ
レ
ン
チ
ド

レ
ク

ν
ン
ダ
、
ゆ
ぱ
柿
約
一
統
一
、
き

な
粉
、
潟
、
も
つ
、
ミ
ル
ク
な

ど
者
飲
食
す
る
。

二
、
新
鮮
な
食
紛
争
慾
び
、
な

る
べ
く
火
争
遂
し
た
も
の
寄
食

べ
、
好
相
場
樹
槻
〈
掛
同
掛
却
し
て
も
川
河

な
な
い
'
災
市
議
を
お
ζ
す
市
出
)

が
続
殺
害
れ
て
い
る
と
添
わ
れ

る
も
の
は
食
べ
な
い
よ
う
依
す

ゆ
令
。

ふ
え
る
」
一
叉
一
通
量

二
工
ハ
秒
に
一
台

思
議
六
品
町
線
の
い
父
議
後
は
、

け
日
間
明
し
に
ふ
え
て
い
ま
す
が
、

町
市
、
は
む
丹
十
日
ハ
同
行
)
か
ら

十
]
れ
に
か
け
て
第
一
一
一
小
学
校

総
で
交
滋
級
制
料
汽
を
お
ζ
な
い

ま
し
た
。

惑を重君1)交 i遺書量

ち

ち

上

r 

計

予告

3
、
拡
打
舎
か
く
も
と
で
あ
る
水

を
飲
む
乙
と
巷
つ
と
め
て
減
ら

す
a
開
問
、
マ
ナ
緩
や
手
指
品
川
出
関
遜
を

厳
電
に
す
る
。

滅
、
念
総
布
h
叫
ん
及
び
衣
類
は

乾
品
開
と
殺
樹
悶
w
h
注
意
し
、
帯
熱
柚
帥

し
た
り
、
後
を
凋
唱
し
た
号
、
ザ
〈

紛
れ
闘
を
判
刊
問
問
し
て
発
分
な
日

光
捕
時
期
時
脅
し
て
4

干
さ
い
。

六
、
ひ
る
綴
…
線
開
問
、
さ
め
た

長
t

冷
め
た
い
お
し
ぼ
ち
で
上
半

身
を
川
料
、
主
シ
心
ン
と
き
砕
い
る
。

し
か
し
期
制
約
制
閑
却
の
汗
も
の
学
燃

は
熱
い
蒸
し
タ
オ
ル
旬
、
話
Hmw

綴
分
者
よ
く
何
時
き
と
む
的
帖
燥
さ

持はる。
旬
、
沼
地
労
を
減
け
一
、
予
防
別
出
掛
繍
槻

岳
陣
式
げ
で
、
伝
染
料
開
れ
ぞ
予
附
加
す

る。
M

出沼掛品・

7

7
の
立
料
開

-
ム
ハ
移
民
一
h
u
m
w
約
九
日
で
台

数十単
M
V
綴
っ
て
い
る
ζ
と
に
仕

ち
ま
す
a

次
い
で
午
後
短
時
開
か

ら
双
終
的
り
一
、
一
一
…
関
係
台
、
午

前
七
腕
時
か
ら
八
持
の
っ
と
一
ユ

ム
ハ
ム
口
で
、
と
の
昨
吋
関
の
道
線
機

臨
慨
は
む
ず
か
し
い
状
綴
で
す
α

も
叫
ご
と
も
少
な
い
の
は
、
午

前
一
一
一
終
ー
か
ら
関
臨
時
の
二
八
日
引
役

と
な
っ
て
い
ま
す
。

離
脱
波
"
は
、
一
門
口
市
叩
…
織
が
降

づ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
ダ
.
M閣

総
も
少
な
い
い
わ
明
、
、
い
つ
も
は

も
ヲ
と
多
く
品
開
お
な
ど
は
驚
く

ほ
ど
の
数
%
の
ぽ
る
も
の
と
滋

わ
れ
ま
す
。

夏
休
み
に
多
い

こ
ど
も
の
交
遊
事
故

師
時
半
夏
に
な
る
し
h
h
九
遂
事
故
に
十
分
悠
榔
燃
し
て
く
ど
古

が

多

鈴

し

て

い

ま

す

む

い

。

枠
組
十
八
月
ぬ
か
県
内
の
炎
検
察
。
絞
れ
て
い
る
と
出
回
っ
た
ら

紋
滋
生
引
数
は
つ
一
一
一
八
七
件
一
唱
を
録
制
刊
に
泌
総
せ
ず
さ
し

で
関
十
}
人
が
死
亡
し
て
い
ま
終
え
る
。

す
。
す
で
に
今
年
は
〕
吋
刊
か
ら

O

U説
綴
綴
を
巡
較
す
る
と
き

六
月
二
十
二
日
淵
榊
窪
℃
、
一
八
は
、
途
中
と
き
ど
き
休
み
な

ス
人
か
死
亡
し
て
お
り
、
今
年
け
か
ら
滋
転
す
る
な
ど
時
間
労
を

も
一
一
父
滋
磁
波
紋
増
加
し
と
い
ま
少
く
ナ
る
よ
う

κ心
が
け

ず

。

る

。

と
か
く
変
は
暑
さ
の
た
め
返
り
市
中
を
曲
目
越
し
て
い
る
者
沖
地

労
に
な
ヮ
、
ま
に
、
学
校
も
後
紳
m
m
k
w鴨
川
結
審
の
幾
康
状
緩
に
一

体
み
に
入
り
終
の
ゆ
る
み
が
で

て
機
放
も
多
く
な
き
ま
す
の
で

次
の
よ
う
h
u
ζ

と
に
注
総
し
て

く
ど
き
い
。

一
、
笈
は
単
唱
さ
の
た
め
と
か
く

滋
労
げ
い
な
ち
が
ち
で
す
む

乙
ん
な
と
き
然
謹
告
し
て

機
密
遂
転
す
る
と
、
つ
い
録

制賦
h
ソ
W

離
部
私
げ
い
な
'
ヱ
〈
き
な
樹
事

故
を
起
ζ
し
や
す
い
の
で
淵
制

労
遼
』
轄
を
防
V
た
め
次
の
点

o 0舎に'(……rーいーの一一一}一…---一一一iみ草寺善寺 る
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問
、
納
税
泊
料
、
浦
和
、
ふ
ん
潟
、

議
ケ
仲
聞
な
ど
は
都
市
引
に
な
ち

ま
せ
ん
。

な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
摘
組
組
制
で
も

六
十
キ
ロ
メ

i
ト
ル
以
上
な
ち

制
問
削
引
に
な
り
ま
す
か
ち
盲
者
w
h

申
し
込
か
よ
号
、
市
開
協
欣
ダ
イ
ヤ

ん
で
か
け
た
方
が
ズ
ッ
ト
緩
済

的
で
す
。
矧
刷
機
附
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

「
露
線
、
滋
訴
を
テ
ー
マ
に

し
た
阿
世
爾
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

は
制
御
伴
、
会
開
同
小
学
校
の
み
な

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
削
除
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
ち
ま
す

が、

ζ
と
し
も
文
総
省
の
後
援

を
え
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
行
い

湾
4
m
i
f
y

。
双
山
時
み
中
の
作
ふ
と
し
て
、

多
数
の
応
募
を
お
緩
い
し
ま

す
、
な
お
、
総
綴
問
問
の
内
穏
や

A

将
校
の
飽
設
な
ど
の
写
生
に
は

で
き
る
だ
け
と
使
交
を
は
か
ち

ま
す
の
で
、
側
地
相
相
締
湛
諮
田
川
w
h
殺

し
出
向
く
だ
さ
い
。

9'1，':11端的鳴

端
掛
川
流
は
第
二
世
拭
の
よ
う
w
h
ト

ラ
ッ
ク
、
小
慾
一
賀
市
中
、
致
問
川

刻
午
、
終
島
効
率
、
パ
ス
、
オ
ー

ト
バ
イ
の
火
種
M

引
に
大
別
し
て

上
告
下
り
別
に
そ
れ
ぞ
れ
か
数

者
総
録
し
ま
し
た
む

〉
]
|
交
部
パ
紙
は
第
一
一
表

9

4
一

mm
泌

∞

の

と

お

ち

で

、

総

数

'

I

:

 

況
は
一
…
…
、
}
一
一
六
九
九
山
口

と
同
日
十
年
の
終
変
の

と
き
に
比
絞
し
て

匁
、
}
八
五
対
も
ふ

え
て
い
設
す
。

市中儒担制制作河浦湖料腕で

は
、
ト
ラ
ッ
ヲ
、
小

型
貨
物
、
持
疎
開
間
取
の

燃
%
な
っ
て
い
ま
す

が
、
閉
山
十
年
に
ぬ
ペ

平
均

κふ
え
て
い
ま

す
が
、
曲
刊
に
ト
ラ
ッ

ク
の
台
数
が
悶
放
っ

て
ふ
え
て
い
ま
す
。

時吋間同副
m
w作
間
対
る
と

樹
士
畿
の
と
お
り
で

す。
}
時
時
期
間
の
緩
総
本
〈

誠
制
緩
は
、
午
前
出
品
?
僻
吋

か
ち
十
…
臨
時
mu
一、

気
五
豆
設
で

ιれ
は
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